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今
年
酒
講
釈
好
き
の
友
を
訪
ふ

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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乞
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私
の
作
品

▼
日
時
　
2
月
1
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
受
け
付
け
は
午
後
2
時

ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

▼
内
容
　
各
国
の
民
族
衣
装
の
展

示
・
試
着
体
験
や
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ぴ
っ
た
り
な

菓
子
を
使
っ
た
ブ
ー
ケ
作
成
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
多

言
語
・
多
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
す
。　

▼
参
加
費
　
菓
子
の
ブ
ー
ケ
作
成
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
５
０
０
円　
▼

国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
０

▼
日
時
　
2
月
3
日
㈪
午
後
3
時

30
分　

▼
場
所
　
行
田
八
幡
神
社

（
行
田
16
―
23
）　
▼
内
容
　
豆
ま

き
、
餅
つ
き
（
午
後
2
時
か
ら
無
料

配
布
）、
進
修
館
高
等
学
校
ダ
ン
ス

部
と
書
道
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
に
よ

る
演
舞
、
若
葉
保
育
園
の
演
奏
な
ど　

▼
そ
の
他
　
壇
上
か
ら
福
豆
を
ま
く

方
を
募
集
（
参
加
費
5
千
円
）　
▼

問
　
同
神
社
社
務
所
☎
５
５
４
―

５
９
２
６

節
分
祭　
豆
ま
き

▼
日
時
　
2
月
1
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　
▼
内
容
　
鬼
の
お

め
ん
を
作
っ
て
豆
ま
き
を
す
る
。　

▼
定
員
　
30
人
程
度　
▼
参
加
無
料
　

▼
持
ち
物
　
は
さ
み
、
の
り
、
サ
イ

ン
ペ
ン
、
お
て
ふ
き　

▼
そ
の
他
　

未
就
学
児
は
保
護
者
の
付
き
添
い
が

必
要
。　
▼
申
・
問
　
1
月
5
日
㈰

〜
26
日
㈰
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー
☎
５
５
４
―
５
７
０
６

イ
ベ
ン
ト

児
童
セ
ン
タ
ー
豆
ま
き
会

問
　
地
域
づ
く
り
支
援
課
協
働
推
進

担
当
（
内
線
２
５
３
）

▼
日
時
　
2
月
1
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分　
▼
場
所
　
中
央
公

民
館　
▼
内
容
　
19
路
盤
戦
（
20
級

以
上
対
象
、
ノ
ー
ハ
ン
デ
戦
お
よ
び

棋
力
認
定
を
兼
ね
た
ハ
ン
デ
戦
）、

13
路
盤
戦
（
21
級
以
下
対
象
）、
プ

ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
碁
、
親
子
入
門

教
室　
▼
対
象
　
中
学
生
以
下
（
入

門
教
室
は
子
ど
も
の
み
で
も
可
）
※

小
学
生
以
下
は
原
則
と
し
て
保
護
者

同
伴
の
こ
と　
▼
参
加
無
料
　
▼
持

ち
物
　
昼
食　
▼
主
催
　
行
田
市
教

育
委
員
会
、
行
田
市
碁
楽
会　
▼
後

援
　（
公
財
）
日
本
棋
院
、
特
定
非

営
利
活
動
法
人
埼
玉
県
少
年
少
女
囲

碁
協
会　
▼
申
　
各
学
校
お
よ
び
同

館
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
1

月
24
日
㈮
ま
で
に
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
同
館

【
郵
送
】
〒
３
６
１
―
０
０
３
２　

行
田
市
佐
間
3
―
24
―
7　
行
田
市

中
央
公
民
館
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―

５
７
６
０　
▼
問
　
同
館
☎
５
５
６

―
２
６
４
９

第
10
回
行
田
市

少
年
少
女
囲
碁
大
会

▼
期
間
　
1
月
24
日
㈮
〜
2
月
19
日

㈬
※
木
曜
休
館　
▼
時
間
　
午
前
11

時
〜
午
後
4
時　
▼
場
所
　
旧
忍
町

信
用
組
合
店
舗
内　

▼
内
容
　
行

田
市
の
日
本
遺
産
構
成
資
産
を
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。　

▼
入
館
無

料
　
▼
問
　
文
化
財
保
護
課
（
内
線

５
３
２
２
）

▼
日
時
　
1
月
19
日
㈰
午
後
0
時
20

分
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
行
田
市
合
唱
連

盟
加
盟
団
体
と
参
加
団
体
の
各
合

唱
団
に
よ
る
合
唱
発
表
、
全
体
合

唱
「
行
田
市
歌
」、
連
盟
歌
「
風
に

の
せ
て
」　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

同
連
盟　
▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
文
化
団
体

連
合
会
、（
公
財
）
行
田
市
産
業
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団　

▼
問
　
大
澤
☎
５
５
４
―
４
５
８
８

第
9
回 T

テ

ア

ト

ル

héâtre V

ヴ
ェ
ー
ル

ert
「
行
田
の
日
本
遺
産
構
成
資
産
写
真
展
」

第
35
回
行
田
市
合
唱
祭

博学連携展示　むかしのくらし
　郷土博物館では、小学3年生の学習に連動して博
学連携展示「むかしのくらし」を開催します。明治か
ら昭和初期にかけて使われた懐かしい暮らしの道具
を、子供たちにも分かりやすく紹介します。
　また、こまやお手玉などの昔の子供たちの遊びや
蚊
か
帳
や
の使い方などの体験もできます。

▶期    間　2月1日㈯～ 4月5日㈰
▶会期中の休館日　
　　　　　　 2月24日を除く月曜日、2月12日

㈬・25日㈫・28日㈮、3月27日㈮
▶ 開館時間　 午前9時～午後4時30分（入館は午後

4時まで）
▶場    所　同館企画展示室
▶ 入 館 料　 【大人】200円【大学・高校生】100円

【小・中学生】50円※団体割引あり
▶問い合わせ　同館☎554―5911

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役　間庭 理
【事業内容】 製麺
【所在地】 野498

有限会社まにわ製麺所
　
「
ソ
フ
ト
麺
」
と
聞
い
て
、
か
つ
て
学
校

給
食
で
食
べ
て
い
た
こ
と
を
懐
か
し
く
感
じ

る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
ソ
フ

ト
麺
を
製
造
し
て
い
る
の
が
、
今
回
紹
介
す

る
「
有
限
会
社
ま
に
わ
製
麺
所
」
で
す
。

　
同
社
は
先
代
の
間
庭
平
太
郎
さ
ん
が
昭
和

31
年
に
設
立
。
現
在
の
代
表
取
締
役
で
あ
る

間
庭
理
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
修
業
し
、
24
歳
か
ら
同

社
で
働
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
水

を
使
い
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
、
焼

き
そ
ば
な
ど
1
日
お
よ
そ
2
万
食
を
製
麺

し
、
市
内
外
の
学
校
給
食
を
は
じ
め
、
多

く
の
地
域
に
届
け
て
い
ま
す
。
間
庭
さ
ん

は
「
工
場
が
忙
し
い
時
で
も
品
質
に
は
気
を

使
い
、
お
い
し
い
麺
を
提
供
す
る
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
が
形
と
な
り
、
同

社
の
製
品
は
、
平
成
11
年
に
、
埼
玉
県
と
埼

玉
県
物
産
観
光
協
会
か
ら
優
れ
た
県
産
品
を

作
っ
て
い
る
と
し
て
、
彩
の
国
優
良
ブ
ラ
ン

ド
品
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
宗
教
上
の
理
由
で
禁
酒
し
て
い

る
方
が
麺
に
含
ま
れ
る
酒
精
（
ア
ル
コ
ー

ル
）
が
理
由
で
麺
類
が
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と

を
知
っ
た
間
庭
さ
ん
。
多
く
の
人
に
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
酒
精
が

含
ま
れ
な
い
麺
の
開
発
に
取
り
掛
か
り
ま

す
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
平
成
26
年
に

酒
を
使
わ
な
い
ハ
ラ
ル
麺
が
完
成
。
外
国
へ

の
土
産
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
国
外
で
は
ド

バ
イ
（
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
）
に
ま
で
出
荷

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
海
外
展
開
す

る
中
で
、
品
質
保
持
期
限
を
延
ば
そ
う
と
日

持
ち
す
る
方
法
の
研
究
を
重
ね
た
結
果
、
賞

味
期
限
を
1
年
間
延
ば
す
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。

　

間
庭
さ
ん
は
「
安
全
な
品
質
は
当
た
り

前
。
み
ん
な
が
食
べ
ら
れ
る
お
い
し
い
麺
を

作
り
た
い
で
す
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
人
の
た
め
に

作
っ
た
小
麦
を
使
っ
て
い
な
い
グ
ル
テ
ン
フ

リ
ー
の
麺
は
、
ま
さ
に
間
庭
さ
ん
の
考
え
を

反
映
し
た
商
品
で
す
。
そ
し
て
今
後
の
目
標

を
聞
く
と
、
自
社
の
麺
を
世
界
へ
輸
出
し
て

い
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
麺
の

お
い
し
さ
を
世
界
の
食
卓
に
届
け
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

みんなが食べられるおいしい麺をつくる


